
履 歴 書

2019 年 5 月 1 日現在 

姓名：佐久間康夫 1946（昭和 21）年 12 月 3 日生 満 72 歳 

現職：日本医科大学名誉教授 (自 2012 年 4 月) 

Adjunct Professor, The Rockefeller University (自 2008 年 1 月) 

東京医療学院大学名誉学長 (自 2019 年 4 月) 

東京大学非常勤講師 (自2003 年 4 月) 

学歴：

1965（昭和 40）年 3 月 聖光学院高等学校（横浜市中区）卒業

1971（〃 46） 3  横浜市立大学医学部卒業

1975（〃 50） 3  横浜市立大学大学院医学研究科生理系修了

学位･免許：

1971（昭和 46）年 6 月 第 51 回医師国家試験に合格  

第 209899 号を以て医籍に登録（6 月 10 日） 

1975（〃 50） 3 横浜市立大学医学博士（甲第 103 号） 

職歴：

1975（昭和 50）年 4 月 横浜市立大学助手・医学部第二生理学講座

1976（〃 51） 4  文部教官群馬大学講師・医学部附属行動医学研究施設

行動生理学部門

1976（〃 51） 8 文部教官群馬大学助教授（同上）

1976（〃 51） 9 アメリカ合衆国ニューヨーク市ロックフェラー大学

ポストドクトラルフェロー（至 1978 年 3 月） 

1978（〃 53） 9 群馬大学を休職

1978（〃 53） 9 ロックフェラー大学客員准教授・神経生物学行動学部門

1981（〃 56） 4 文部教官新潟大学助教授・医学部生理学第二講座

1985（〃 60） 11 財団法人東京都老人総合研究所客員研究員兼任・生理学部

基礎研究室（至 1987 年 3 月）  

1986（〃 61） 4 新潟大学大学院農学研究科生命システム科学専攻生体

メカニズム大講座神経筋機能論兼担（至 1987 年 3 月）

1986（〃 61） 4 日本医科大学兼任講師神経内分泌学担当（至 1992 年 2 月）

1987（〃 62） 4 新潟大学大学院自然科学研究科生命システム科学専攻

生体メカニズム大講座神経筋機能論兼担（至 1988 年 1 月） 

1988（〃 63） 2 文部教官弘前大学教授・医学部生理学第一講座

1988（〃 63） 4 横浜市立大学兼任講師・医学部 （至 2005 年 3 月） 

1992（平成 5）2 日本医科大学教授・医学部生理学第一講座



1993（〃  6） 9 早稲田大学人間総合センター研究プロジェクト「性と生殖」

客員研究員（至 1996 年 3 月） 

2002（〃 14）4 日本医科大学実験動物管理室長（至 2005 年 9 月、再任 2009 年 4 月~ 

2012 年 4 月） 

2003（〃 15）4 日本医科大学大学院教授・医学研究科システム生理学分野

（組織変更による・至 2012 年 3 月）  

2003（〃 15）4 日本医科大学図書館長（至 2007 年 3 月） 

2003（〃 15）4 日本学術振興会日米科学技術協力事業「脳研究分野」研究計画委員会

委員（至 2014 年 3 月） 

2003（〃 15）4 日本学術振興会科学研究費補助金学術創成研究費評価協力者

2003（〃 15）4 文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (S) 中間･事後評価協力者 

2003（〃 15）4 東京大学非常勤講師・大学院農学生命科学研究科応用動物学

（現在に至る）

2003（〃 15）4 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（至 2010 年 3 月） 

2005（〃 17）4 日本学術振興会科学研究費補助金学術創成研究費評価協力者

2007（〃 19）4 文部科学省科学研究費補助金審査部会・特定領域研究専門委員会委員

2007（〃 19）4 文部科学省グローバル COE プログラムレフェリー（至 2009 年 3 月） 

2008（〃  20）1 ロックフェラー大学員外教授 (adjunct professor)・神経生物学行動学部

門（現在に至る）

2008（〃  20）4 大学共同利用機関法人自然科学研究機構生理学研究所運営委員会委員

（至 2012 年 3 月） 

2009（〃  21）1 国際オリンピック委員会世界アンチドーピング機構レフェリー

2010（〃  22）4 大学共同利用機関法人自然科学研究機構生理学研究所運営委員会

副議長（至 2012 年 3 月） 

2012（〃  24）3 定年により日本医科大学を退職

2012（〃  24）4 日本医科大学名誉教授（現在に至る）

2012（〃  24）4 東京医療学院大学教授・保健医療学部、学長（至 2019 年 3 月） 

2012（〃  24）4 大学共同利用機関法人自然科学研究機構経営協議会委員

（至 2013 年 3 月） 

2012（〃 24）4 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 (S) ・若手研究 (S) 研究進

捗評価協力者（至 2013 年 3 月） 

2012（〃 24）5 自然科学研究機構大学共同利用機関長（生理学研究所長）選考委員会委

員（至同年 9 月） 

2013（〃 25）4 日本学術振興会科学研究費補助金新学術領域「新学術領域（領域提案

型）」共感性の進化・神経学的基盤外部評価委員（至 2018 年 3 月） 

2016（〃 28）9 自然科学研究機構大学共同利用機関長（生理学研究所長）選考委員会委

員長（至同年 11 月） 

2017（〃 29）4 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 (S) 研究進捗評価協力者 

2019 年（〃30）4 東京医療学院大学名誉学長（現在に至る）



関連外部リンク： 

全英文論文：Pubmed 

Google Scholar Citation 
科学研究費助成事業データベース：研究課題を探す・研究者を探す 

科学技術振興機構 J-Global 

国立情報学研究所 CiNii （邦文論文データベース） 

Publons: https://publons.com/author/487802/ 
科学技術振興機構リード＆リサーチマップ（邦文・English） 

ORCID (Open Researcher & Contributor ID) 

日本の研究.com 

日本医科大学生理学教室 (2012 年以前)  

 

 

所属学会： 

日本生理学会（1976-、常任幹事 2002-2013、評議員、英文誌編集委員 2000-、英文誌編集委員長 2007-

2013、2008 年学会大会長、）、国際生理科学連合国際プログラム委員(2006-2009)、日本神経科学学

会（専門会員、1980-）、日本内分泌学会（代議員、 1981-）、日本神経内分泌学会（功労評議員、2005

年学術集会長、2000-）、日本病態生理学会（理事、 2004 年学術集会長、1992-）、国際神経内分泌

学会（International Society of Neuroendocrinology、プログラム委員、 1975-）、北米神経科学協会

（Society for Neuroscience、国外会員、 1976-、国外）、アメリカ生理学会（1994-）、生理学会（英国

1994-）、 Society for Behavioral Neuroendocrinology（Advisor、1996-）、日本生殖内分泌学会（名誉会

員、1998-） 

 

賞・研究奨励金： 

第 9 回吉村賞(日本下垂体研究会・2010 年度), 日本生理学会入澤宏・彩記念論文賞 (2010, 2009, 

2008),第 21 回内藤記念科学奨励金 (1990 年 3 月), 第 8 回唐牛記念医学研究助成 (1990 年 1 月), ブ

レインサイエンス財団研究助成 (1989 年 3 月), 日本医師会医学研究助成 (1988 年 9 月), 金原一郎

記念医学医療研究振興財団研究助成 (1988 年 9 月), 持田記念医学薬学研究振興財団研究助成 

(1986 年 10 月), 上原記念生命科学財団昭和 60 年度研究奨励 (1986 年 3 月), 第 15 回内藤記念派

遣助成 (1986 年 3 月), 成茂神経科学研究助成 (1985 年 10 月), 新潟市医師会学術研究助成 (1985

年 9 月), 第 16 回内藤記念科学奨励金 (1985 年 3 月), 新潟大学学術奨励金 (1985 年 1 月), 工藤

学術財団学術研究補助(1984 年 5 月), 第 3 回横浜医学会賞 (1983 年 5 月) 

 

JOURNAL REVIEWS: 

Ad Hoc reviewer for Brain Research; Endocrinology; European Journal of Neuroscience; 

Hormones and Behavior; Journal of Sexual Medicine; Journal of Neuroendocrinology; Journal of 

Neuroscience; Neuroendocrinology; Neuroscience; Neuroscience Letters; Neuroscience Research; 

Physiology and Behavior 
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EDITORIAL BOARD: 

2013-2016 present, International Journal of Brain Science 

2013-present, Endocrinology 

2013-present, Neuroreport 

2000-present, Journal of Physiological Sciences 

2007-2013, Editor-in-Chief, Journal of Physiological Sciences 

1998-2002, Hormones and Behavior 

 

平成 10 年度以降に研究代表者として配分を受けた文部科学省・日本学術奨励会科学研究費補助金 

（平成 9 年度以前ならびに研究分担は科学研究費助成事業データベースを参照）： 

平成 29 年度 

基盤研究(C) 17K08578 新規 「雌雄ラットの社会的きずな形成における前脳性的二型核の役割の

解明」1,100 千円 (+間接経費 330 千円)；申請領域：環境生理学 

平成 24 年度 

基盤研究(B) 22390043 継続 「性ホルモンによる脳内神経回路の再構成が思春期に固有の社会行動

を発現する機序の解明」3,500 千円 (+間接経費 1,050 千円)；申請領域：環境生理学 

平成 23 年度 

基盤研究(B) 22390043 継続 「性ホルモンによる脳内神経回路の再構成が思春期に固有の社会行動

を発現する機序の解明」3,500 千円 (+間接経費 1,050 千円)；申請領域：環境生理学 

平成 22 年度 

基盤研究(B) 22390043 新規 「性ホルモンによる脳内神経回路の再構成が思春期に固有の社会行動

を発現する機序の解明」7,300 千円 (+間接経費 2,190 千円)；申請領域：環境生理学 

平成 21 年度 

基盤研究(B) 18390070 継続 「個体発生の途上における細胞内イオン環境の変化を介する脳の性分

化」3,500 千円(間接経費 +1,050 千円)；申請領域：環境生理学 

平成 20 年度 

基盤研究(B) 18390070 継続 「個体発生の途上における細胞内イオン環境の変化を介する脳の性分

化」3,500 千円 (間接経費 +1,050 千円)；申請領域：環境生理学 

特定領域研究「性分化機構」(512) 16086210 継続「ラット脳の性分化の際にエストロゲンにより駆

動される制御分子の同定と機能解析」24,000 千円計画研究 

平成 19 年度 

萌芽研究 18659061 継続「神経活動依存的逆行性標識による性腺刺激ホルモン排卵性大量分泌中

枢の特定」1,500 千円；申請領域：環境生理学 

基盤研究(B) 18390070 継続「個体発生の途上における細胞内イオン環境の変化を介する脳の性分

化」3,500 千円 (+間接経費 1,050 千円) ；申請領域：環境生理学 

特定領域研究「性分化機構」(512) 16086210 継続 「ラット脳の性分化の際にエストロゲンにより

駆動される制御分子の同定と機能解析」 24,000 千円 計画研究 

平成 18 年度 

基盤研究(B)(2) 18390070 新規「個体発生の途上における細胞内イオン環境の変化を介する脳の性

https://kaken.nii.ac.jp/search/?qm=70094307
https://kaken.nii.ac.jp/search/?qm=70094307


分化」3,800 千円；申請領域：環境生理学 

萌芽研究 18659061 新規「神経活動依存的逆行性標識による性腺刺激ホルモン排卵性大量分泌中

枢の特定」 1,800 千円；申請領域：環境生理学 

特定領域研究「性分化機構」 (512) 計画研究 16086210 継続「ラット脳の性分化の際にエストロゲ

ンにより駆動される制御分子の同定と機能解析」24,000 千円 

平成 17 年度 

特定領域研究「性分化機構」 (512) 計画研究 16086210 継続「ラット脳の性分化の際にエストロゲ

ンにより駆動される制御分子の同定と機能解析」24,000 千円 

基盤研究(B)(2) 14370025 継続「エストロゲン反応性に見られる脳の性差の細胞生理学基盤の解明」

3,000 千円；申請領域：環境生理学 

萌芽研究 16659061 継続「逆行性標識タンパク質特異的発現を利用した GnRH 分泌調節回路の可

視化」 900 千円；申請領域：環境生理学 

平成 16 年度 

特定領域研究「性分化機構」 (512) 計画研究 16086210 新規「ラット脳の性分化の際にエストロゲ

ンにより駆動される制御分子の同定と機能解析」24,000 千円 

萌芽研究 16659061 新規「逆行性標識タンパク質特異的発現を利用した GnRH 分泌調節回路の可

視化」2,300 千円；申請領域：環境生理学 

基盤研究(B)(2) 14370025 継続「エストロゲン反応性に見られる脳の性差の細胞生理学基盤の解明」 

3,000 千円；申請領域：環境生理学 

平成 15 年度 

基盤研究(B)(2) 14370025 継続 「エストロゲン反応性に見られる脳の性差の細胞生理学基盤の解明」 

3,000 千円；申請領域：環境生理学 

平成 14 年度 

基盤研究(B)(2) 14370025 新規「エストロゲン反応性に見られる脳の性差の細胞生理学基盤の解明」

5,600 千円；申請領域：環境生理学 

平成 13 年度 

萌芽的研究 12878155 継続「トランスジェニックラットにおけるエストロゲン受容体陽性ニュー

ロンの選択的破壊」700 千円；申請領域：神経科学一般 

平成 12 年度 

萌芽的研究 12878155 新規「トランスジェニックラットにおけるエストロゲン受容体陽性ニュー

ロンの選択的破壊」1,400 千円；申請領域：神経科学一般 

基盤研究(B)(2) 10480227 継続「レポータ遺伝子による脳内エストロゲン受容体陽性ニューロンの

同定と機能解析」 600 千円；申請領域：神経科学一般 

平成 11 年度 

基盤研究(B)(2) 10480227 継続「レポータ遺伝子による脳内エストロゲン受容体陽性ニューロンの

同定と機能解析」 600 千円；申請領域：神経科学一般 

平成 10 年度 

基盤研究(B)(2) 10480227 新規「レポータ遺伝子による脳内エストロゲン受容体陽性ニューロンの

同定と機能解析」7,300 千円；申請領域：神経科学一般 



文部科学省私立大学助成金など（1998 年以降） 
1998～2002 年 生理学研究所計画共同研究「個体レベルの遺伝子操作を用いた生理学的研究」 
2000～2002 年 日本学術振興会日米科学技術協力事業「脳研究」分野・グループ共同研究「性成

熟と情動行動の調節に性腺刺激ホルモン放出ホルモンが果たす役割のコンディショナルジー

ンターゲティングによる解明」派遣旅費 4,500 千円 
2000～2002 年度 私学振興・共済事業団大学院重点特別経費・研究科共同研究経費（研究科分）

「エストロゲン受容体陽性ニューロンによる脳機能の調節機序」26,000 千円 
2008～2010 年度 私学振興・共済事業団大学院重点特別経費・研究科共同研究経費（研究科分）

「性腺刺激ホルモン放出ホルモン産生ニューロンの興奮性調節機序」3,722 千円（2008 年度
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SO801035）「中枢神経系疾患の診断・治療技術の創出を指向した基礎・臨床融合型研究の基

盤形成」36,000 千円（2008～2011 年度分担分） 
 
研究成果の社会への発信（学会・シンポジウムの開催、2005 年以降） 
2005 年 4 月 日本科学未来館主催特別展示「恋愛物語展」－どうして一人ではいられないの? 2005

年 4 月 23 日（土）～8 月 15 日（月）会場:日本科学未来館（サイエンスアドバイザー） 
2005 年 6 月 日本科学未来館主催特別シンポジウム「運命? 本能? 意志? テクニック?－4 つの恋

愛物語」2005 年 6 月 5 日（日）会場:日本科学未来館（シンポジスト） 
2005 年 8 月 文部科学省特定領域研究「性分化機構」市民公開シンポジウム「性の不思議」2005

年 8 月 6 日（協力:日本科学未来館）会場:日本科学未来館（オーガナイザー） 
2006 年 10 月 第 33 回日本神経内分泌学会学術集会 会期:2006 年 10 月 27～28 日 会場:パシ

フィコ横浜会議センター（学術集会長） 
2008 年 3 月第 85 回日本生理学会大会 会期:2008 年 3 月 25 日～27 日会場:京王プラザホテル東

京（学会大会長） 
2008 年 9 月日本学術振興会日米科学技術協力事業「脳分野」情報交換セミナー「脳機能における

性差とステロイドホルモン作用」会期:2008 年 9 月 8 日～ll 日会場:岐阜市長良川国際会議場

（オーガナイザー） 
2008 年 9 月文部科学省特定領域研究「性分化機構の解明」国際シンポジウム "International 

Symposium on Gonad and Brain Sex Differentiation” 会期:2008 年 9 月 14 日～16 日 会
場:JAL リゾート・シーホークホテル福岡（オーガナイザー） 

2008 年 10 月日本学術振興会二国間交流事業・中国とのセミナー「都市化に代表される社会変容

が脳の健全な成育におよぼす影響についての二国間研究」会期:2008 年 10 月 23 日～25 日会

場:筑波大学大学会館（主催者） 
2009 年 8 月 第 36 回国際生理学会議全日シンポジウム "Systems biology of hypothalamic 

gonadotropin releasing hormone neurons" 会期:2009 年 8 月 1 日会場:国立京都国際会議場 
（オーガナイザー） 

2009 年 8 月 The 2nd International School of Neuroendocrinology, supported by International 
Federation of Neuroendocrinology and Japan Neuroendocrine Society, August 2～4, 2009, 



Yufuin （オーガナイザー） 
2009 年 9 月 第 32 回日本神経科学学会公募シンポジウム "How Are Neuroendocrine 

Hypothalamic Structures Sculpted?" 会期:2009 年 9 月 16～18 日会場:名古屋国際会議場

（オーガナイザー） 
2009 年 11 月 IBRO-APRC Neuroscience Associate School "Hormones, Brain & Behaviour 会

期:2009 年 11 月 30～12 月 4 日 会場:Park Royal Hotel, Penang, Malaysia （シンポジスト） 
2009 年 12 月 文部科学省平成 20 年度科学技術振興調整費女性研者究支援モデル育成事業第

4 回性差医学・医療セミナー「脳は性によってどう違うか?脳の性差研究の目指しているもの」

会期:2012 年 12 月 17 日会場:東京医科歯科大学（シンポジスト） 
2010 年 10 月 IBRO School of Neuroscience 20101'Neuroscience Symposium 会期:2010 年

10 月 13～14 日 会場:Sunway Resort, Kuala Lumpur, Malaysia （シンポジスト） 
2011 年 7 月 日本学術振興会二国間交流事業・中国とのセミナー "Sino-Japanese Joint Seminar 

on Neurobiological Basis of Social Behavior/The First Asia-Pacific Conference on 
Integrative Behavioral Science", 会期:2011 年 7 月 24～26 日 会場:西安師範大学, Xi'an, 
China （オーガナイザー） 

2011 年 10 月 日本学術振興会日米科学技術協力事業「脳分野」情報交換セミナー"US-JAPAN 
Brain Research Cooperative Program Workshop on the Biology of Prosocial Behavior at 
Emory University 会期:2011年 10月 24日～25日会場: Emory Conference Center, Atlanta, 
GA （オーガナイザー） 
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